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日本語文から漢字を増やし仮名を除くことによる

日本人でも中国人でも読める偽中国語の自動生成システム

温婉言†1  橋田朋子†1 

日本語の文章から仮名を除去し漢字だけ残した「偽中国語」は，一見中国語のように見えて日本人も中国人も読め
る面白さから日中のソーシャルメディアを中心に話題になっている．本研究では，人が手動で行っていた日本語文

からの偽中国語文への変換を，自動化することを目指す．特に可読性を高めるために，日本語形態素分析システム

Mecab，かな漢字変換ツール Google CGI API for Japanese Inputなどを利用して，含まれる漢字を増やした上で日本語
文を偽中国語文に変換するシステムを提案する．本稿では提案システムの実装の詳細，生成された偽中国語の評価

実験の結果，偽中国語の特性をいかした応用例について述べる．

1. はじめに

日本語の文から平仮名とカタカナを全て取り除き，漢字

のみ残した文は「偽中国語」と呼ばれる[1]．偽中国語は

一見中国語や漢文に似ているが，日本語の文法を持つ文を

元にしているため，日本人には読める文章となる．一方て，

漢字を使う中国語を第一言語とする中国人にとっても，偽

中国語は，文章を構成する漢字のそれぞれの意味から文章

全体が伝えたいことを何となく推測できる．中国人も日本

人も読めるという特徴により，偽中国語は日本のツイッタ

ーで一時期流行り，さらに Weiboなどの中国のソーシャル

メディアでも話題となった[2]．実際に偽中国語を使用し

コミュニケーションを取った日本人と中国人もいる[3]．
本研究では，従来人が手動で行っていた日本語の文章の

偽中国語への書き換え作業を自動的に行うことを目指す．

その際に単純に元の文章から仮名を除去するだけでは情報

量が減ってしまうため，文章に含まれる平仮名表記の語を

漢字表記に書き換えることや，動詞の活用語尾により態や

時制を表す漢字を動詞の前後に加えるなど文章内の漢字を

増やす工夫を行う．これにより日本語文章に含まれる情報

を最大限に保留し，日中どちらの人でも容易に読める偽中

国語を出力する．本稿では偽中国語の自動生成手法とその

可読性などに関する実験結果を報告すると共に，多様な応

用可能性（図 1）についても述べる． 

図 1 提案システムで生成した偽中国語メモシール 
Figure 1  Pseudo-Chinese memo sticker generated by the 

proposal system. 
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2. 関連研究

2.1 異言語間の共通点から生じる面白い現象について 
 異言語間での文字や音声に見られる共通点とある種の間

違いの許容から生じる面白い現象として，別の言葉に聞き

取れてしまう「空耳」が挙げられる．空耳は洋楽の歌詞な

どを音韻が近い日本語の歌詞に書き換える遊びとしてよく

楽しまれる．このような遊びでは，異なる言語間の意思の

疎通はあきらめ，元の文と全く関係のない文を作り出す．

しかし，外国語を聴く際にまるで日本語を聴いているよう

な錯覚が生み出され，外国語を全く分からない人でも原文

の内容を追求せず，その言語を聴くだけで楽しむことがで

きる．空耳を研究として探求したものに，羽鹿らが考案し

た洋楽の歌詞を和文の空耳フレーズへ書き換える手法[4]
や，島谷らが開発した Soramimic という邦楽の歌詞を特定

の単語群で構成された空耳日本語文への自動生成システム

[5]などがある．偽中国語も異言語間での言語の共通点を

積極的にいかし小さな間違いを許容する試みという点では

空耳と近いが，二つの言語に共通している文字に着目する

点や意思の疎通を目指している点が異なる．

2.2 日本語と中国語の類似している部分に着目した研究 
 日本語と中国語が漢字を扱うという点で類似しているこ

とを積極的に活かす研究もいくつか行われている．魯らが

提案した文の部分翻訳の度合いを調整できる言語学習者向

けの補助システム[6]では，スライダーでの操作により中

国語へ翻訳する日本語文の割合が動的に調整され，中国語

の学習者が原文と訳文の対応を比較しながら中国語への理

解を深めることができる．この研究は，ある種日本語と中

国語の中間言語を生み出していると言えるが，あくまでも

言語の学習者が使用することを想定している．本研究は言

語の学習者だけではなく，どちらかの言語にしか習得して

いない人でも気軽に読み取れる偽中国語に着目したシステ

ムを実現する点が異なる．UD-Kundoku[7]は，漢文(古典
中国語)に送り仮名や返り点などを自動的付加する漢文自
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動訓読システムである．このシステムは入力された白文が

伝える意味の完全性及び正確さを重視し，文に含まれる情

報をできるだけ保留，補足する．一方，本研究は日本語文

から仮名を取り除きある意味文に含まれる情報を減らすこ

とで，日本語としても中国語としても不完全だが中国人も

日本人も同時に読める文を生成する．

3. システム設計

本システムは最終的に，中国人にも日本人にも読める偽

中国語を出力することが目的とする．本文における「読め

る」を以下と定義する．

l 文章の内容を理解できること

l 文章を流暢に読めること

 日本語文を偽中国語文に書き換えるプロセスは，文に含

まれる中国人には理解できない仮名を取り除く行為を通し

て，ある意味で情報を捨てる過程とも言える．この中でも

偽中国語の可読性を高めるためには，本システムで出力さ

れる偽中国語文には，日本人も中国人も同時に読める漢字

を多く含める，仮名を取り除く際に削除する情報を最小限

に留める，という二つの要件を満たすことが望ましい．

 一般的に人が手動で偽中国語を作成する際には，まず対

象となる日本語の文章の中で，漢字表記に書き換える語を

漢字表記に変え，最後に文の中に含まれるひらがなやカタ

カナを全部消去するという一連の手順が行われる．このプ

ロセスを参考にして，提案システムでは大まかに以下の手

順で偽中国語の生成を行う．

① 入力された日本語文に対して形態素分析を行い，文

を語ごとに分割して処理

② 形容詞，動詞，名詞など物事を指している語で，ひ

らがな表記になっている語を漢字表記へ，または漢

語にあたる類義語へと変換

③ 外来語などカタカナで書かれる語を意味の近い和文，

もしくは中国語に書き換え

④ 動詞の活用語尾により，過去，願望，可能，使役な

どの態や時制を表す漢字をその動詞の前後に補足

⑤ 文の中に含まれるひらがな，カタカナを全て除去

図 2 に，ある日本語文を入力として，偽中国語が生成さ

れるまでの手順と実行の予想結果を示す．なお，仮名除去

済みの偽中国語文は日本語と同じく語順が SOV 型であり，

動詞を目的語の前に移動するなどの調整をした方が SVO 
型の中国語に近づくが，日本人が偽中国語を読む際の流暢

さが落としてしまう恐れがあるため，本研究では文の語順

に対する調整を考慮しないものとする．

図 2 日本語文を偽中国語へ書き換える過程 
Figure 2 The process of translating Japanese into Pseudo-

Chinese. 

4. 実装

4.1 システム概要 
提案した偽中国語自動生成システムを MacOS 11.4/ 

Windows 10環境に Python3 (Python 3.8.3)言語で実装した． 
本システムは上述したように 5 つのプロセスを通じて偽

中国語への生成を実現する．最初に行う前処理では，日本

語形態素解析エンジン MeCab を用い，入力された日本語

文を形態素解析して個々の語に分割する（手順①）．次に，

文に含まれる漢字を増やすために，分割されたそれぞれの

語に対し，名詞，形容詞，動詞，感動詞のどちらかに属す

る語を品詞ごとに漢字表記へ置き換える処理を行う（手順

②）．ひらがな表記である形容詞や名詞などにインターネ

ットサービス Google CGI API for Japanese Input を用い，出

現頻度が高い順に出された漢字変換候補から適切なものを

選び出し，元の語と置き換える．動詞には，漢字変換候補

の選出の際に日本語版 Wikipedia の全テキストデータを学

習させた Word2Vec モデルにより語と語の類似度を計算し，

前後の語と類似度が一番高い変換候補を選ぶ方法を使い，

同音異義語による影響を解消する．一方，外来語に対して，

和文へ変換できない外来語は数多くあるため，Microsoft 
Translator API などの翻訳サービスを使い，対象の外来語

だけを中国語に翻訳する方法で変換を行う（手順③）．さ

らに，動詞の活用語尾に基づき，「希望」，「無」，「了」な

ど態や時制を表す漢字を動詞の後に加える（手順④）．全

ての変換を行った後，処理済みの語を元の順番に再び文と

して組み立て，その文から平仮名，カタカナを全て除去し
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得られた文が偽中国語文として出力される（手順⑤）．

4.2 システムの動作 
本システムを用いて，3 つの日本語文例に対して出力し

た偽中国語の結果を表 1 に示す．ひらがな表記の名詞及び

形容詞の漢字表記への書き換え，外来語の中国語への翻訳，

動詞の後ろへの態や時制を表す漢字を付加するなど，予想

した通りの動作や出力結果が得られることを確認した．

また，一般のユーザが利用しやすいように， Python 用

のウェブアプリケーションフレームワーク Flask を用いて，

提案システムとの間に通信を行い，入力された日本語文か

ら偽中国語の生成や表示ができる Web ページを 
HTML/CSSで制作した．Webページの動作を図 3に示す． 

表 1 提案システムを用いて生成した偽中国語例 
Table 1 Sample of Pseudo-Chinese generated by using the 

proposed translating system. 
入力文 出力文

私はりんごとチョコを食べたい． 私林檎巧克力食希望． 

お忙しい中お返事頂きありがとう
ございます．． 

忙中返事頂謝謝． 

昨日誰と会ったかを全然覚えてい
ない． 

昨日誰会了全然覚無． 

図 3 偽中国語を生成できる Webページ 
Figure 3 The Web page which could create Pseudo-Chinese. 

5. 実験・調査

5.1 概要 
 本システムを用いて生成された偽中国語文の可読性を確

認するため，オンラインでアンケート形式の調査を行った．

まず実験参加者のグループは 4水準を設けた．日本語母

語話者（以下，日話と略す），日本語上級者である中国語

母語話者（中話-上級），日本語初中級者である中国語母語

話者（中話-初中級），日本語学習経歴なしの中国語母語話

者（中話-無）であり，それぞれ 6 名ずつ参加してもらっ

た．なお予備実験により日本語学習歴ありの中国語母語話

者は，それぞれの日本語能力により回答にばらつきが出る

傾向があったため，今回の本実験では日本語学習歴のある

中国語話者を上級と初・中級に分けることにした．本文に

おける「日本語上級者」，「日本語初中級者」をそれぞれ

「日本語能力試験（JLPT）2 級と相当するまたはそれ以上

の日本語能力を有する者」，「日本語能力試験（JLPT）3 級
と相当するまたはそれ以下の日本語能力を有する者」を指

す．

 実験では，日本語母語話者と中国語母語話者である実験

参加者全員に対して，本システムによって生成された 3 つ

の偽中国語文を参加者自身の母語に翻訳してもらった後に，

「①偽中国語文の内容を理解できる」，「②偽中国語文を流

暢に読める」二つの質問項目において，それぞれの項目に

「あてはまらない」を 1, 「あてはまる」を 5 にした 5段階
評価を行ってもらった．

 また，アンケートに使用した偽中国語文と日本語問題文

には「外来語」，「挨拶言葉」，「指示代名詞」，「過去、完了

が含まれる表現」をそれぞれ一つ以上含まれるものとした．

5.2 結果と考察 
5 段階評価の結果を図 4 に示す．実験参加者のグループ

と質問項目を要因として，二要因分散分析を行った結果，

二つの要因の主効果が有意であり，交互作用は有意ではな

かった．下位検定の結果，日話，中話-上級，中話-初中級

の三つの水準と中話-無との平均値の間にそれぞれ有意な

差が確認され，グラフから中話-無のグループの平均値が，

他のグループよりも低い．また，グラフから質問①よりも

質問②の方が平均値が低い．以上から，まず日本語能力を

有する人は，その日本語能力の高さや母語に関係なく偽中

国語を理解することが可能であると示唆される．ただし理

解ができても必ずしも流暢に読めているとは限らない．一

方，全く日本語能力を有していない人にとっては，偽中国

語を理解することや，流暢に読むことはやや難しいことで

あると考えられる．

5 段階評価による定性的な評価に加えて，参加者が実際

に偽中国語を理解した程度を測るために，各参加者が偽中

国語を自身の母語に訳した文に対して，「正しく翻訳され

ている語が全体に占める割合」を基準として，100％正確
に翻訳されたことを 5とし，0％正確に翻訳されたことを 1
として，筆者がそれぞれの訳文に対して理解度点数を付け

た．グループごとの平均点数を図 5 に示す．上記の評価実

験の結果と同じく，日本語能力を有する参加者の偽中国語

への理解度が高いことが確認された．一方で，日本語能力
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を有していない者でも偽中国語への理解度の平均点が 3 を

超えていた．ここから偽中国語の内容を少なくても半分程

度は理解していると考えられる．つまり日本語能力を有し

ていない者でも，各自が思っているよりも内容を理解でき

ていた可能性が示唆される．

図 4 五段階評価の結果 
Figure 4 Result of five-grade evaluation. 

図 5 参加者グループごとの偽中国語理解度の平均点数 
Figure 5 The average score of the participants’ 

comprehension of Pseudo-Chinese. 

6. 応用例

6.1 概要 
 本システムはまずウェブアプリケーションという形で偽

中国語への自動変換の仕組みを実現した．一方で提案シス

テムを日常の場面で実際に使ってもらうためには，日本語

を偽中国語へ変換する過程を手軽に楽しめたり，日常的な

コミュニケーションに利用可能な形であることが望ましい．

そこで，提案システムを応用した仕組みとして，剥がすこ

とによって日本語文と偽中国語文の表示を切り替える上下

2 枚組のメモシールが出力されるアプリケーションを実装

した．HTML，Javascript で制作される Web ページに日本

語文を入力すると, Flask を通じて本システムと通信し，

Python Image Library（PIL）を使用し，2 枚組のシールの

画像が表示，さらにラベルライター（Brother 製）で印刷

することができる（図 9）．この 2枚のシールは上下に組み

合わせて利用するが， 2 種類を作り分けることができる．

まず 1 種類目は，上部のシールには変換後の偽中国語文が

印刷され，入力された日本語文と共通な漢字の部分にだけ

四角が印字されている．今回の実装ではこれをユーザが自

分でカッターやクラフトパンチなどで穴あけする．下部の

シールには偽中国語文から取り除かれた漢字が穴から見え

るように日本語入力文が印刷される．この方法で作成した

シールを 2 枚重ねることで，図 6（右）に示すように上か

ら偽中国語に見える仕様となり，上部のシールを剥がした

ら，上部のシールで覆われた日本語文が見えるようになる．

また，2 種類目として図 7 に示すように，上部に日本語文

を印刷し，下部に偽中国語を印刷することで，はじめは日

本語が見えているがシールを剥がすとその偽中国語が見え

るような形を実現することも可能となる．

実際にラベルライター（Brother PT-P910BT）でシール

が印刷される様子とシールが使用される様子を図 8，図 9
に示す．本アプリケーションにより，図 1 のような日本人

が中国人にメモを残すなどの日中間の交流過程に，直感的

に提案システムを使用することができると考えられる．

図 6 上部に偽中国語を表示するシール 
Figure 6 Sticker showing Pseudo-Chinese. 

図 7 上部に日本語を表示するシール 
Figure 7 Sticker showing Japanese. 
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図 8 シールが使用される様子 
Figure 8 The photo showing how a sticker is used. 

図 9 ラベルライターでシールが印刷される様子 
Figure 9 The photo showing how a sticker is printed by a 

label printer. 

6.2 ユーザスタディ 
5 章に記載した予備実験と本実験のどちらかに 1 回参加

した者の中で，日本語上級者である中国語母語話者 3 名と，

日本語母語話者 3 名合計 6 名に対して，実際に本アプリケ

ーションを使用してもらった．参加者は自由に入力した日

本語文が偽中国語に変換され，自分が選んだ二種類のいず

れかのタイプの偽中国語のシールとしてラベルライターで

印刷されるという一連の動作をそれぞれ 3回体験した．そ

の後に参加者全員に対して，「①どのような使い方を想定

して今回のシールを作成しましたか？」，「②このシールは

今後どのような使い方ができると思いますか？」二つの項

目を質問し，このアプリケーションに対する感想について

も聞いた．

 質問項目①に関しては，中国語ネイティブとコミュニケ

ーションと取りたかった（3 名），日常のことを友人に話

したかった（1 名），自分が考えたことが偽中国語で何で

書くかを知りたかった（1 名），ネット上の友達と話した

かった（1 名）など，多様な場面や相手についての回答が

得られた．

 質問項目②に関しては，中国語を勉強する時に使えるか

もしれない（3 名），中国語話者の方と会話する時に使え

る（2 名），SNS などにリラックスした雰囲気で話したい

時に使える（1 名）など本アプリケーションの幅広い可能

性や使用可能な場面についての回答を得ることができた．

また，本アプリケーションに対して，「（シールを）剥が

して詳細を確認できる機能のは面白いと感じた」，「一瞬で

分かるようになったのは面白い」，「文章を即時に偽中国語

に出してくれるのは便利だった」などの感想が寄せられた．

7. まとめ

本研究では日本語文を対象として，ひらがな表記の語を

漢字表記にするなど漢字を増やすなどの手法により，日本

語文章に含まれる情報を最大限に保留し，日中どちらの人

でも容易に読める偽中国語を自動生成するシステムを構築

した．Webページ上で偽中国語の自動生成を楽しめるアプ

リケーションに加えて，日常な場面を想定した応用として

の偽中国語と日本語の表示の切り替えができるシールを提

案，実装した．さらなる応用可能性として，SNS上に投稿

する際に日本語文章を自動的に偽中国語へ変換できる拡張

機能の実現や，言語学習者に完全もしくは部分的に偽中国

語変換を果たした文章を提示することで日本語から中国語

への理解を深めるアプリケーションなどが挙げられる．

 偽中国語変換システムを用い，日中どちらの方でも気軽

に読める偽中国語を出力できたが，偽中国語への主観的な

理解度が実際の理解度より低い，日本語を勉強したことが

ない人にとって偽中国語が読みづらい，日本人が外来語よ

り変換された偽中国語への理解に支障が出るなどの課題が

ある．今後の展望として，類義語変換などの手法を導入し，

より自然かつ可読性が高い偽中国語文を生成することや，

さらに，今回は日本語のみからの偽中国語文の作成を考慮

していたが，中国語から偽中国語へ変換するシステムの制

作も試みたい． 
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